
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」

の
一
つ
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い

る
金
峯
山
寺
で
は
、
国
宝
・
仁
王

門
の
大
修
理
勧
進
の
た
め
、
本
堂

蔵
王
堂
（
国
宝
）
に
安
置
さ
れ
て

い
る
日
本
最
大
の
秘
仏
、
ご
本
尊

金
剛
蔵
王
権
現
三
体
（
重
要
文
化

財
）
を
特
別
開
帳
し
て
い
ま
す
。

橿
原
神
宮

　
『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
、
日

本
建
国
の
地
と
記
さ
れ
た
橿
原

の
地
に
、
神
武
天
皇
を
祀
る
神
社

と
し
て
明
治
二
十
三
年
に
創
建

さ
れ
ま
し
た
。

第
七
十
五
回　

正
倉
院
展
と

金
峯
山
寺
・
秘
仏
御
開
帳

小鳥幸男句碑　飛騨の里下文学散歩道

「山が来て坐り直せる土用かな」

平成12年　飛騨俳句会により建立 

◇
日
程　

十
一
月
十
三
日
（
月
）

　

～
十
四
日
（
火
）
一
泊
二
日

◇
参
加
費　
一
人
二
万
五
千
円（
予
定
）

◇
参
加
資
格　

高
山
市
文
化
協

　

会
会
員
。
個
人
会
員
は
本
人
及

　

び
そ
の
家
族
一
名
、
団
体
会
員

　

は
所
属
す
る
団
体
員
四
名
、
賛

　

助
会
員
は
社
員
五
名
ま
で
参

　

加
資
格
が
あ
り
ま
す
。

◇
申
込
方
法　

会
員
宛
に
送
付

　

す
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

　

を
記
入
の
上
、
十
月
二
十
日

　
（
金
）
ま
で
に
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

で
事
務
局
へ
提
出
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
申

　

込
可
）

　

http://takaya

　

m
a-bunka.org

　

/ky/kensyuu/

◇
定
員　

三
十
名
（
先
着
順
、
定

　

員
に
な
り
次
第
締
切
）

＊
＊
＊

第
七
十
五
回 

正
倉
院
展

　

今
回
は
、『
国
家
珍
宝
帳
』
の

筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
聖
武
天
皇
遺

愛
の
「
九く

じ
ょ
う
し
の
う
じ
ゅ
ひ
し
ょ
く
の
け
さ

条
刺
納
樹
皮
色
袈
裟
」

の
ほ
か
、
螺
鈿
や
絵
画
で
装
飾
さ

れ
た
「
楓か

え
で
す
お
う
ぞ
め
ら
で
ん
の
そ
う
の
び
わ

蘇
芳
染
螺
鈿
槽
琵
琶
」

な
ど
五
十
九
件
の
宝
物
が
展
示
さ

れ
ま
す
。

（
奈
良
国
立
博
物
館
に
て
、
十
月

二
十
八
日
～
十
一
月
十
三
日
ま

で
開
催
）

左
の
写
真
は
展
示
物
の
一
部

金
峯
山
寺
・
秘
仏
特
別
開
帳

　

ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
の

　

高
山
市
文
化
協
会
で
は
、
会
員

を
対
象
と
し
た
研
修
旅
行
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
奈
良
国
立
博
物
館
で

開
催
さ
れ
る
正
倉
院
展
と
、
神
武

天
皇
を
祀
る
橿
原
神
宮
の
参
拝
、

世
界
遺
産
・
金き

ん
ぶ
せ
ん
じ

峯
山
寺
の
秘
仏
・

ご
本
尊
の
特
別
開
帳
を
ご
覧
い

た
だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

※
正
倉
院
展
は
予
約
が
取
れ
な

い
場
合
が
あ
り
、
予
約
で
き
な
い

場
合
は
滋
賀
県
佐
川
美
術
館
の

「
ガ
ウ
デ
ィ
と
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ

ミ
リ
ア
展
」
を
見
学
し
ま
す
。

一般社団法人 発行高山市文化協会
高山市昭和町1-188-1　高山市民文化会館内　Tel.0577-34-6550　Fax.0577-34-6877

文化情報番組「すばらしき文化の和」　HitsFM（76.5MHz）金曜午後１時30分より放送中

各種SNSで
情報発信を
しています

ホームページ
はこちら

メール●mail@takayama-bunka.org　ホームページ●http://takayama-bunka.org

2023.10.4 Culture  in TakayamaNo.248

南倉 楓
かえですおうぞめらでんのそうのびわ

蘇芳染螺鈿槽琵琶南倉 平
へいらでんはいのえんきょう

螺鈿背円鏡

国宝　蔵王堂（本堂）橿原神宮 外拝殿

　会
員
研
修
旅
行
　

参加者
募集

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事
案
内

第
68
回 

高
山
市
美
術
展
覧
会

◇
日
時　

十
一
月
二
日
（
木
）
～

　

五
日
（
日
）
午
前
九
時
～
午
後

　

五
時
（
最
終
日
午
後
四
時
）

◇
会
場　

文
化
会
館
各
展
示
室

◇
入
場
無
料

高
山
市
民
合
唱
団
「
飛
響
」
第
65

回
定
期
演
奏
会

◇
日
時　

十
一
月
十
二
日
（
日
）

　

午
後
二
時
～

◇
会
場　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

◇
料
金　

全
席
自
由　

大
人
千
円

　

／
十
八
歳
以
下
無
料

Japanese Song w
ith Jazz 

Standards in Takayam
a

（
高
山JAZZ

倶
楽
部
）

◇
日
時　

十
一
月
十
六
日
（
木
）

　

午
後
六
時
三
十
分
～

◇
会
場　

久
々
野
公
民
館
ホ
ー
ル

◇
料
金　

三
千
円
／
高
校
生
以
下

　

無
料

第
55
回
　
高
山
市
民
吹
奏
楽
団
定

期
演
奏
会

◇
日
時　

十
一
月
二
十
六
日（
日
）

　

午
後
二
時
～

◇
会
場　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

◇
料
金　

前
売
千
五
百
円
／
当

　

日
千
八
百
円

フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ
ー
ト 

Vol. 

33

◇
日
時　

十
二
月
十
七
日
（
日
）

　

夜
間
（
時
間
未
定
）

◇
会
場　

文
化
会
館
三
階
講
堂

◇
入
場
無
料

第
49
回
　

T
P
C 

高
山
写
真
ク

ラ
ブ 

写
真
展

◇
日
時　

十
月
六
日
（
金
）
～
八

　

日
（
日
）
午
前
九
時
～
午
後
六

　

時
（
最
終
日
午
後
五
時
）

◇
会
場　

文
化
会
館
二
階
展
示
室

◇
入
場
無
料

高
山
ス
イ
ン
グ
エ
コ
ー
設
立
50
周

年
コ
ン
サ
ー
ト

◇
日
時　

十
月
十
五
日
（
日
）
午

　

後
一
時
三
十
分
～

◇
会
場　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

◇
料
金　

全
席
自
由　

前
売
千
円

　

／
当
日
千
二
百
円　

※
中
学
生

　

以
下
無
料

飛
騨
考
古
学
会
～
御
母
衣
ダ
ム

湖
底
遺
跡
群 

第
一
次
調
査
報
告

会
～

◇
日
時　

十
月
二
十
二
日
（
日
）

　

午
後
二
時
～

◇
会
場　

文
化
会
館
三
階
講
堂

◇
入
場
無
料

音
も
だ
ち
ふ
ぁ
み
り
ぃ
コ
ン
サ
ー
ト

コ
サ
カ
楽
器
　
ヤ
マ
ハ
音
楽
教
室

発
表
会

◇
日
時　

十
月
二
十
九
日
（
日
）

　

午
後
一
時
三
十
分
～
午
後
四
時

◇
会
場　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

市民文化芸術鑑賞事業 ●主催　高山市・（一社）高山市文化協会　●お問合せ　（一社）高山市文化協会（tel.0577-34-6550）　　　　

こくふ交流センター さくらホール
日10 29 午後3時開演/午後2時30分開場

〔一般〕　　　　　　　 4，000円
〔メセナメイト会員〕　　　3，500円
〔ジュニア（18才以下）〕　　 500円

チケット料金（税込） 全席指定 プレイガイド

高山市民文化会館　、さくらホール管理事務所（2F）
ネット受付（特設ページより） 　
http://takayama-bunka.org/fa/20231029rakugo.html

こくふ交流センター さくらホール
土11 11 午後3時開演/

午後2時30分開場

〔一般〕　　　　　　　 3，800円
〔メセナメイト会員〕　　　3，300円
〔ジュニア（18才以下）〕　　 500円

チケット料金（税込） 全席指定

「
日
本
一
チ
ケ
ッ
ト
の

取
れ
な
い
講
談
師
」が
再
び
高
山
に
！

巧
み
な
話
術
と
艶
や
か
な
声
で
観
客
を
魅
了
す
る
、

圧
巻
の
伯
山
ワ
ー
ル
ド
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
！

笑点の新メンバーで今飛ぶ鳥を落とす勢いの落語家・春風亭一之輔と、
2019年に真打に昇進し若手で今一番活きの良い

柳亭小痴楽による二人会。大笑いできること間違いなし!!

神田
伯山
独演会二人会二人会

熱
く
激
し
い

情
熱
の
口
演
。

&

チケット残り僅か！

ワンコイン500円で映画を楽しめます
！

ワンコインシネマ

プレイガイド 高山市民文化会館

高山市民文化会館
小ホール

ワンコインシネマ
共通チケット好評販売中

全席自由 500円
（ワンコインシネマ1回券）

　
　
2022年・119分  
日本語音声・字幕なし

© 2022「異動辞令は音楽隊！」製作委員会

犯罪捜査一筋30年の鬼刑事があ
る事件で勘だけで疑わしい者に令
状も取らず過激な突撃捜査をして
いたが、そのコンプライアンスを無
視した行動が仇となり、突然上司
から「警察音楽隊」への異動を命

ぜられる。

異動辞令は
音楽隊！

　
　
2022年・95分  
日本語音声・字幕なし

©2022「瀬戸内寂聴 99年生きて思うこと」製作委員会

作 家で尼 僧の瀬 戸 内 寂 聴のド
キュメンタリー。人生を楽しむ彼女
の生きざまを通して、不寛容な空気
が充満する現代社会において人
間の生命力とは何か、いかに生き、
老いていけばよいかというヒントを
探る。

瀬戸内寂聴
99年生きて思うこと

土11 18 http://takayama-bunka.org/
fa/20231118idojirei.html 土12 9 http://takayama-bunka.org/

fa/20231209jyakucho.html

①午前10時～②午後2時～
（開場各回30分前）

完売御礼

令和6年 新春

日時：令和6年1月19日（金）～21日（日）
　　 午前10時～午後5時（最終日午後4時まで）
会場：文化会館3階講堂

飾り物展日程

ヤング
チャレンジ部門

◇テーマ　干支「辰」又は歌会始お題「和」※題に「和」の文字が入る、又
　　　　　は「和」を表すもの。
◇資　格　市内の町内会、同好会、各種団体、市内在住・在勤・在学の個人
◇規　格　概ね100センチ×90センチに収まること
◇応　募　文化会館窓口で配布する応募用紙に必要事項を記入の上、 
　　　　　12/23（土）までに郵送、ＦＡＸ、文化会館窓口へ     
　　　　　提出またはWEBより。
                http://takayama-bunka.org/ky/kazarimono/

高校生以下を対象とし、身近な道具で作る若い感性あふ
れる作品を募集します。※「ヤングチャレンジ部門」と明
記してください。

昨年の
歌会始「友」
天位

昨年の
干支「卯」
天位

作品募集｜参加無料
新春を寿ぐ恒例行事「飾り物展」の作品を募集します。



一般の部
◆文 芸 祭 賞　該当者なし
◆江夏美好賞　該当者なし
◆高山市長賞
　　　短　　歌　  古瀬　和子（高山市千島町）

　　　児童文学　 堅野　令子（高山市上一之町）

◆高山市議会議長賞
　　　俳　　句　谷口とし子（高山市山田町）

　　　随　　筆　 中村　敏子（高山市国府町）

◆高山市教育長賞
　　　短　　歌　谷口　茂雄（高山市江名子町）

　　　俳　　句　奥田貴美子（高山市丹生川町）

◆一般社団法人高山市文化協会長賞
　　　短　　歌　清原　俊子（高山市昭和町）

　　　短　　歌　横山　清子（高山市千島町）

　　　短　　歌　稲泉　真紀（高山市大洞町）

　　　俳　　句　下垣内町子（高山市下岡本町）

　　　俳　　句　長瀬理々子（高山市上一之町）

　　　随　　筆　下畑　七三（高山市総和町）

　　　随　　筆　近藤　紀巳（高山市松之木町）

　　　評　　論　木下喜代男（高山市三福寺町）

　　　現 代 詩　後藤　　順（岐阜市）

　　　　　　　　青少年の部
◆青 竜 大 賞　
　　　俳　　句　中島　咲音（飛騨神岡高校3年）

◆青　竜　賞
　　　俳　　句　住　祐吏奈（飛騨神岡高校3年）

　　　俳　　句　倉家　るみ（吉城高校2年）

　　　俳　　句　門前　遙希（斐太高校1年）

　　　俳　　句　谷口　結子（吉城高校3年）

　　　短　　歌　中島　彩音（飛騨神岡高校3年）

　　　短　　歌　井上　歩香（飛騨神岡高校2年）

　　　短　　歌　濱本　小羽（飛騨神岡高校1年）

　　　短　　歌　渡辺　夏帆（吉城高校2年）

第47回 飛騨文芸祭入賞者決まる

表彰式：令和6年1月1日（月・祝） 
新年市民互礼会場にて（会場：ひだホテルプラザ）
※青少年の部の表彰は別途行います。

　

姉
・
上か

み
ま
き牧

右う
た
こ田子

は
、
昭
和
四

年
一
月
一
日
、
高
山
市
堀
端
町
に

お
い
て
、
古
橋
数
之
助
と
シ
ヅ
の

長
女
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
本

名
は
歌
子
と
言
い
ま
す
。

　

独
身
の
頃
か
ら
短
歌
に
親
し

み
、
医
師
で
も
あ
っ
た
大お

お
の
ま
埜
間

霽せ
い
こ
う江
先
生
か
ら
指
導
を
受
け
る

た
め
、
歌
稿
を
持
っ
て
出
か
け
る

姉
に
つ
い
て
行
っ
た
記
憶
が
あ
り

ま
す
。

　

結
婚
後
は
、
銀
行
員
の
夫
と
共

に
転
勤
生
活
と
な
り
、
し
ば
ら
く

歌
作
を
休
ん
で
い
た
時
期
も
あ
り

ま
し
た
が
、
岐
阜
市
に
居
を
落
ち

着
け
た
昭
和
四
十
九
年
に
大
埜
間

先
生
の
勧
め
で
『
飛
騨
短
歌
』
に

入
会
し
ま
し
た
。
昭
和
五
十
五
年

に
「
岐
阜
県
歌
人
ク
ラ
ブ
」
に
入

会
し
、
長
崎
県
佐
世
保
市
の
「
湾

の
会
」
に
も
籍
を
置
い
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
昭
和
六
十
二
年
に

夫
の
定
年
退
職
に
伴
い
、
高
山
へ

帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

姉
の
短
歌
の
原
点
は
大
埜
間
霽

（順不同）

～短歌とともに～
上牧右田子

西野紘子

江
先
生
の
教
え
で
す
が
、
歌
作
を

中
断
し
て
い
る
間
も
高
山
へ
帰
郷

し
た
際
、
大
埜
間
先
生
と
顔
を
合

わ
せ
る
度
に
「
短
歌
だ
け
は
、
や

め
な
い
よ
う
に
」
と
言
っ
て
い
た

だ
い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
お
か
げ

で
短
歌
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た

と
、
姉
は
後
々
ま
で
感
謝
し
て
お

り
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
一
年
に
創
刊
さ
れ

た
「
飛
騨
短
歌
」
は
、
高
山
を
代

表
す
る
短
歌
誌
で
、
平
成
九
年
の

終
刊
ま
で
三
百
号
が
刊
行
さ
れ
ま

し
た
。
姉
は
そ
の
会
員
で
あ
っ
た

こ
と
を
終
生
誇
り
と
し
て
い
ま
し

た
。

　

大
埜
間
先
生
の
資
料
は
「
高
山

市
近
代
文
学
館
調
査
・
研
究
書
」

（
平
成
三
十
一
年
三
月
高
山
市
文

化
協
会
発
行
）
に
数
多
く
掲
載
さ

れ
て
お
り
、「
短
歌
添
削
」
の
例

と
し
て
、
上
牧
右
田
子
の
作
品
が

写
真
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
飛
騨
短
歌
」
が
解
散
し
た
平

成
八
年
、
短
歌
の
先
輩
で
あ
る

桜さ
く
ら
い井
幸さ

ち
こ子
さ
ん
が
「
岐
阜
県
歌

人
ク
ラ
ブ
高
山
」
を
立
ち
上
げ
ら
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た
か
や
ま
菊
花
会
で
は
、
高
山

市
文
化
協
会
と
共
に
、
毎
年
菊
花

展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
多
数
の
方
に
初
心
者
講

座
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
三
本
立

て
、
ド
ー
ム
菊
、
盆
栽
菊
、
懸
崖

菊
な
ど
様
々
な
菊
の
育
成
を
学
び

ま
し
た
。
ま
た
、
例
年
出
品
さ
れ

る
方
々
も
、
夏
の
暑
さ
に
負
け
ず

に
菊
を
育
て
、
見
事
に
大
輪
を
咲

か
せ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

秋
の
佳
き
日
、
櫻
山
八
幡
宮
と

新年を寿ぐ「市民互礼会」を次のとおり開催します。市民の方
ならどなたでもご参加いただけます。各団体の新年の顔合わ
せも兼ねて、ぜひご参加ください。
併せて、飛騨文芸祭・一般の部の表彰式を行います。文芸祭
に応募くださった皆様のご参加もお待ちしています。

◇日　時　令和6年1月1日（月・祝）午前11時～
◇会　場　ひだホテルプラザ
◇会　費　7,500円（予定） 
◇申込み　11月30日（木）までに、住所・氏名・電話番号を明記
してハガキ、FAX、又はHPより
〒506-0851高山市昭和町1-188-1（一社）高山市文化協会

（FAX）0577-34-6877
（H  P） http://takayama-bunka.
　　　　org/ky/goreikai/

令和6年

新年市民互礼会のご案内

文
化
会
館
ま
で
足
を
お
運
び
い
た

だ
き
、
日
本
の
伝
統
文
化
に
触
れ

て
く
だ
さ
い
。

［
会
期
・
会
場
］

◇
第
一
期　

十
月
二
十
一
日（
土
）

　

～
十
一
月
五
日
（
日
）　

櫻
山

　

八
幡
宮

◇
第
二
期　

十
一
月
七
日
（
火
）

　

～
十
九
日
（
日
）　

文
化
会
館

　

飛
騨
洋
舞
家
協
会
で
は
、
高
山

市
文
化
協
会
と
共
に
、
バ
レ
エ
の

振
興
と
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、

加
盟
団
体
に
よ
る
合
同
発
表
会
を

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
多
く
の
団
体
が
参
加

し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露

し
ま
す
。
発
表
会
は
自
由
に
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
会
場

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

ネ
ッ
ト
で
の
ラ
イ
ブ
配
信
も
行
い

ま
す
の
で
、
会
場
ま
で
お
越
し
い

た
だ
け
な
い
方
も
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◇
日
時　

十
一
月
五
日
（
日
）
午

　

後
二
時
～

◇
会
場　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

れ
ま
し
た
。
こ
の
会
は
当
時
の
古

川
町
、
神
岡
町
、
清
見
村
と
の
合

同
研
修
会
と
な
り
、
一
時
は
七
十

人
ほ
ど
が
集
い
、
後
藤
す
み
こ
氏

を
講
師
に
招
い
て
令
和
二
年
ま
で

続
き
ま
し
た
。
桜
井
さ
ん
が
ご
逝

去
さ
れ
た
平
成
二
十
三
年
か
ら

は
、
姉
が
高
山
の
代
表
と
し
て
運

営
に
携
わ
り
、
高
山
会
員
の
作
品

指
導
も
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
姉
は
平
成
二
十
年
「
中

部
日
本
歌
人
会
」、
平
成
二
十
二

年
結
社
「
中
部
短
歌
」、
平
成

二
十
六
年
「
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
」

入
会
と
、
新
し
い
交
流
の
場
を
拡

げ
て
い
き
、
短
歌
大
会
、
文
芸
祭

な
ど
に
も
数
多
く
入
賞
し
ま
し

た
。
平
成
二
十
六
年
に
は
、
高
山

市
文
化
協
会
よ
り
「
短
歌
に
よ
り

文
化
振
興
に
寄
与
し
た
」
こ
と
を

評
価
さ
れ
顕
彰
を
受
け
て
い
ま

す
。

　

多
く
の
短
歌
団
体
に
所
属
し
て

上牧右田子

歌人クラブ高山の仲間と

三本立て

令和4年 飛騨洋舞家協会 
バレエ合同発表会

9月4日　山口町了心寺にて 7月8日　一之宮公民館にて

懸崖菊

飛騨洋舞家協会

バレエ
合同発表会

飛
騨
春
慶

弦
楽
器
出
前

コ
ン
サ
ー
ト

ー
好
評
開
催
中
ー

「
岡
目
一
目
」

　

又
も
の
す
ご
い
数
の
観
光
客

が
コ
ロ
ナ
前
の
よ
う
に
戻
っ
て

き
た
。

　

四
年
間
、
観
光
客
は
激
減
し

て
い
た
の
に
、
巨
大
ホ
テ
ル
の

新
築
は
続
い
て
い
た
。
い
く
ら

金
利
が
安
い
時
だ
か
ら
と
言
っ

て
も
大
丈
夫
か
な
と
、
素
人
は

心
配
し
て
い
た
。

　

だ
が
、
観
光
の
プ
ロ
達
は
し

っ
か
り
先
を
読
ん
で
い
た
。
超

有
名
な
観
光
地
高
山
に
は
、
世

界
の
人
々
が
必
ず
戻
っ
て
く
る

と
。

　

し
か
し
、
ビ
ル
は
建
て
た
が

そ
の
中
で
働
く
人
手
が
足
り
な

く
て
、
予
約
を
捌
き
切
れ
ず
に

困
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

幸
い
に
も
空
襲
を
免
れ
た
高

山
に
は
古
い
建
物
が
た
く
さ
ん

残
り
、
先
人
達
は
観
光
資
源
と

し
て
上
手
に
利
用
し
て
き
た
。

高
山
に
は
「
心
の
ふ
る
里
」
と

い
う
安
心
感
が
あ
る
と
。

　

だ
が
、
最
近
の
建
物
は
た
だ

の
四
角
い
箱
・
ボ
ッ
ク
ス
に
見

え
る
の
が
気
に
な
る
。
一
般
住

宅
も
、
北
欧
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
か

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
と
思
わ
せ
る

よ
う
な
も
の
が
多
い
。

　

時
代
と
共
に
町
も
変
わ
り
、

家
も
変
わ
る
。
ト
イ
レ
を
昔
の

よ
う
に
戻
せ
と
は
言
わ
な
い
。

　

し
か
し
、
木
の
文
化
の
良
さ

を
い
つ
も
思
う
。
ス
イ
ス
の
観

光
地
を
思
い
出
す
た
び
に
。

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

　

高
山
市
文
化
協
会
で
は
、
高
山

市
の
製
作
し
た
春
慶
弦
楽
器
を

使
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
、
市
内
の

各
地
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
六
回
の
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
催
さ
れ
、
延
べ
二
百
名
近

く
の
市
民
の
皆
様
に
お
聞
き
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

次
回
は
次
の
日
程
で
開
催
し
ま

す
。
い
ず
れ
も
無
料
で
ど
な
た
で

も
お
聞
き
い
た
だ
け
る
約
一
時
間

の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

第
七
回　

遊
朴
館
コ
ン
サ
ー
ト

◇
日
時　

十
一
月
十
六
日
（
木
）

　

午
後
四
時
よ
り

◇
会
場　

遊
朴
館

第
八
回　

み
は
と
コ
ン
サ
ー
ト　

◇
日
時　

十
一
月
十
七
日
（
金
）

　

午
前
十
一
時
よ
り　

◇
会
場　

美
鳩
幼
稚
園

第
九
回　

図
書
館
コ
ン
サ
ー
ト

◇
日
時　

十
一
月
十
七
日
（
金
）

　

午
後
二
時
よ
り　

◇
会
場　

高
山
市
図
書
館「
煥
章
館
」

第
十
回　

石
浦
コ
ン
サ
ー
ト

◇
日
時　

十
一
月
十
七
日
（
金
）

　

午
後
四
時
三
十
分
よ
り　

◇
会
場　

石
浦
町
公
民
館

お
り
ま
し
た
の
で
、
作
品
も
多
作

と
な
り
、
歌
集
を
編
集
し
た
際
に

整
理
す
る
と
四
千
首
を
超
え
て
い

ま
し
た
。
出
版
に
あ
た
り
、
後
藤

す
み
子
氏
の
助
力
な
く
し
て
作
品

の
整
理
は
で
き
な
か
っ
た
と
、
た

い
へ
ん
感
謝
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

第
一
歌
集
『
花は

な
び
ら弁

の
冷
え
』
は
、

本
人
が
癌
の
告
知
を
受
け
た
中
で

令
和
二
年
に
刊
行
さ
れ
、
所
属
す

る
唯
一
の
結
社
「
中
部
短
歌
」
の

大お
お
つ
か塚
寅と

ら
ひ
こ彦
氏
に
解
説
を
い
た
だ

け
た
こ
と
は
望
外
の
幸
せ
だ
っ
た

と
、
姉
は
申
し
て
お
り
ま
し
た
。

が
ま
ん
強
く
、
愚
痴
を
言
わ
ぬ
強

い
姉
で
し
た
が
、
歌
集
を
刊
行
し

た
年
の
九
月
一
日
、
永
眠
致
し
ま

し
た
。

　

高
山
へ
帰
っ
て
か
ら
の
姉
は
、

高
山
市
文
化
協
会
主
催
の
雁か

り
べ部

貞さ
だ
お夫
氏
を
お
招
き
し
て
の
「
お
月

見
歌
会
」
の
選
者
な
ど
地
域
の
文

化
事
業
に
協
力
し
た
ほ
か
、
岐
阜

県
歌
人
ク
ラ
ブ
で
は
運
営
委
員
を

務
め
て
、
本
部
と
地
元
と
の
パ
イ

プ
役
を
果
た
し
て
お
り
ま
し
た
。

ま
た
、
長
野
県
に
出
向
き
、
越
県

歌
会
に
参
加
し
た
り
し
て
い
ま
し

た
。

　

短
歌
を
通
し
て
多
く
の
良
い
仲

間
に
恵
ま
れ
、
実
り
多
い
充
実
し

た
人
生
だ
っ
た
と
改
め
て
感
じ
て

お
り
ま
す
。

母
の
繰
り
言
聞
き
流
し
い
し
遠
き
日
よ
憂
い
持
つ
身
と
な
り
て
身
に
沁
む

や
が
て
来
る
命
終
の
時
を
思
い
お
り
双
手
に
包
む
花
弁
の
冷
え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
田
子


